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気がつけば2005年度前期も残りわずかとなりました。前期という短い期間ではありましたが、会長が関東学生法律討論会の立論の部において見事1位を獲得するという偉業を成し遂げるなど、法研でも様々なことがありました。
さて、今回のプチ5号館では前期の各ゼミ報告と、新歓合宿の報告をあわせて掲載いたしました。これを読んで皆さんに前期の反省や今後の新たな展望が喚起されれば幸いです。
つらい試験を乗り切って、夏合宿でお会いしましょう。

法学入門ゼミ〔主に１年次対象〕　　火曜４限　　　　　　ゼミ長：高橋　綾
前期ゼミ、振り返ってみれば全体を通してたくさんの方に来ていただき、本当にありがとうございました。また、忙しい中水曜1限の授業にも参加してレジュメを作ってくれたゼミ担当者の皆さん、お疲れ様でした＆ありがとうございました。

今年の法学入門ゼミは、1コマに法学科と政治・国際比較法学科両方の内容を扱う方針で進めてきましたが、いかがでしたでしょうか？両方のニーズに応える一方で、違う学科の内容まで扱って退屈だと思われないかなど、開始当初は不安もありました。しかし皆さんどちらも熱心に聞いてくださり、大盛況のまま前期を終えることができて、担当者一同ほっとしております。

前期の法学入門は、これからの土台です。民法や憲法、刑法といった専門科目を楽しく学んでいくためにも、前期の知識は今のうちに定着させて後期へ進みましょう。初めての試験、頑張ってください☆　
民法１ゼミ〔主に１年次対象〕　　　月曜５限　　　　　　ゼミ長：唐澤洋祐

前期民法1ゼミのゼミ長を務めさせていただきました唐澤洋祐です。前期はおつかれさまでした。前期民法1ゼミはいかがだったでしょうか？「難しかった！」という声も聞こえてきそうですが、もしわからないところなどがあれば何年生の先輩でもいいので捕まえて質問してみてください。
　みなさんは他の1年生と比べて民法1の範囲の半分を予習したことになるので後期から始まる民法1の授業がかなり聞きやすいと思います。またゼミで使ったレジュメもありますので復習もかなりしやすいでしょう。後期は憲法、刑法、そして民法と専門科目が増えます。また民法は週2回なので範囲が他の科目と比べて２倍あります。なので特に民法はテスト直前にやるだけでは厳しいものがあると思います。そのせいかどうかは知りませんが民法1の単位を落としてしまう人をチラホラみかけます。だから少しずつ勉強していくことが大切です。
　後期の民法1ゼミは代理、法人、時効をやる予定です。また憲法ゼミ、刑法ゼミも開設されます。後期も一緒に頑張りましょう。
刑法２ゼミ〔主に２年次対象〕　月曜４限（隔週）　　　　ゼミ長：木南　愛

　前期刑法ゼミを終えての感想は「やっぱり刑法は難しかった…」という言葉に尽きるのではないでしょうか。難解な言葉や理論の数々。ゼミをする前に自分たちも刑法を理解しなければならない。去年の知識なんて当然春休みの間に消去されている。ゼミ担当員の間でも「キャー。わぁ～。助けて～」という悲鳴が多数あげられていたのでした。しかもゼミ担当前日に…。

　そんなこんなではありましたが、未遂から罪数、テスト対策を含む全6回を個性豊かな面々が独自色を出しながら無事にゼミを終了できたことは、ゼミ長としてはほっとしています。ゼミ紹介のときに書いたように、刑法が身近なものになり、皆さんの理解の助けに少しでもなったことを願うばかりです。
民法２ゼミ〔主に２年次対象〕　月曜４限（隔週）　　　　ゼミ長：江口宗平
まず、前期において、民法2ゼミに足を運んで下さった多くの皆さんに御礼を申し上げます。教室が人で賑わっていることにより、ゼミを行う者には、適度の緊張感とやりがいがもたらされたのではないかと思っています。ありがとうございました。
続いて、個人的な反省の大きなものとして、一つは体調管理でした・・。去る4月18日は、そもそも当ゼミの第1回目にあたるはずだったのですが、担当者の私が、急遽ダウンしてしまったせいで「ドタバタ休講」にしてしまい申し訳ありませんでした。
また、もう一つは、他のゼミ担当者とのゼミ運営に関するコミュニケーション不足ですが、今後のゼミ運営の質を高めていくためには、改めていこうと思っています。
ところで、まだ民法2ゼミは、終わったわけではありません！7月11日にはテスト対策を行う予定ですので、ぜひご参加下さい。
最後に、まだ少々早いですが、民法2ゼミ担当者の皆さん！本当にお忙しい中、前期ゼミお疲れ様でした。ご協力ありがとうございました
関法連ゼミ〔全学年対象〕　木曜３限　土曜３限・４限　　ゼミ長：柴田優人

今期の関法連ゼミのよかった点…ゼミ長がステキだった。悪かった点…ゼミ長があまりにもステキすぎてゼミに集中できなかった。以上、おしまい。
…前回のようにボツにされると面倒なので真面目に書きます。
今期を振り返ってワタクシが思うことは以下の通り。
①関法連委員＝無条件にゼミ長は果たして妥当なのか？（理由：運営に専念する年は、モチベーションの維持が困難。もっとも、ゼミ担当者等のコーディネートはコーデネートというこだわりのある人ならば別ですが…？）
②ゼミの実施方法は果たしてこれでよいのか？1年生を分離する必要はあるのか？ないのか？また、合理的に実力を向上させることができたのか？できなかったのか？
③論者の選出方法はこれでよいのか？学年を限定する必要はあるのか？ないのか？
④他の討論会（末川杯、新島杯）に参加した方が、1、2年生の経験（力）となるのではないか？また、学内討論会（但し、方法は別として）はどうか？
　まだまだありますが、設定字数も迫って参りましたので、まあ、こんなところにしておきます。なにはともあれ、参加した皆様、当日のお手伝いの皆様はお疲れ様でしたm(_ _)m

関法連委員は各自上記の事項の検討を！
新歓合宿を終えて　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　会長：渡辺　明

2005年度の新歓合宿は5月21日（土）～22日（日）に、群馬県の尾瀬で行われました。今年も昨年度と同様に、60名を超える多くの会員の参加があり、2台のバスで移動するのも恒例といった感じになり嬉しい限りです。
　行事としては、初日がバーベキューと飲み会、翌日は殆どの人が寝不足にも関わらず妙にハイテンションで行われたドッジボール大会と、吹割の滝の観光が行われました。
　普段のゼミ中心の活動ではあまり接点がない他学年や、今までは話すことがなかった同級生とも新たな関係を構築し、親睦を深めて頂けていれば幸いです。
　今回、このような素晴らしい合宿を無事に終えることが出来たのは、委員長を中心とした執行部役員の皆さん、そして何よりも今回参加して下さった全会員のおかげだと思います。本当にありがとうございました。
　8月4日（木）～6日（土）には、法学研究会の最大イベントのうちの１つである夏合宿を新潟県で行います。今回参加した人はもちろん、参加できなかった人も是非夏合宿には積極的に参加して下さい。2泊3日を過ごす中で、多くの貴重な経験と裏話（!?）を得ることができるでしょう。皆さんのご参加をお待ちしています。
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